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３
月
８
日
（
金
）
リ
ー
ガ
ロ
イ
ヤ
ル
ホ
テ
ル
に
て
、

市
職
労
、
学
嘱
労
、
病
院
パ
ー
ト
嘱
託
労
組
の
共
催
で
、

退
職
者
を
は
げ
ま
す
集
い
を
開
催
い
た
し
ま
し
た
。

　

マ
ー
チ
ン
グ
バ
ン
ド
の
迫
力
あ
る
オ
ー
プ
ニ
ン
グ
演

奏
に
続
き
、
重
野
執
行
委
員
長
が
、
退
職
者
へ
の
感
謝

と
第
二
の
人
生
へ
の
激
励
の
挨
拶
を
行
い
ま
し
た
。

　

そ
の
後
、
退
職
者
へ
感
謝
状
と
お
花
の
贈
呈
、
退
職

者
を
代
表
し
、
小
倉
北
区
役
所
市
民
課
、
小
倉
北
区
協

議
会
議
長
の
池
田
正
人
さ
ん
よ
り
ご
挨
拶
。
ユ
ー
モ
ア

を
交
え
な
が
ら
の
組
合
の
思
い
出
が
語
ら
れ
ま
し
た
。

　

各
評
議
会
、
部
会
、
学
嘱
労
の
ス
テ
ー
ジ
パ
フ
ォ
ー

マ
ン
ス
で
は
、
ト
ッ
プ
バ
ッ
タ
ー
の
退
職
者
の
方
の
、

素
敵
な
歌
声
に
全
員
感
激
で
し
た
。
今
話
題
の
５
歳
児

「
チ
コ
ち
ゃ
ん
」
が
登
場
し
た
り
、
Ｃ
Ｍ
や
ド
ラ
マ
の
パ

ロ
デ
ィ
に
会
場
は
笑
顔
と
拍
手
に
包
ま
れ
ま
し
た
。

　

そ
の
後
「
が
ん
ば
ろ
う
」
を
合
唱
し
、
最
後
は
風
船

の
ア
ー
チ
で
退
職
者
を
送
り
出
し
ま
し
た
。

旧
門
司
支
部
で
支
部
長

を
歴
任
し
組
合
活
動
に

尽
力
さ
れ
た
一
ノ
瀬
氏

と
森
下
氏
が
、
門
司
区

松
ヶ
江
で
10
数
年
に
わ

た
り
「
政
治
の
こ
と
、
市
政
の
こ
と
、

そ
し
て
古
里
の
歴
史
」
に
つ
い
て
、

楽
し
く
・
お
も
し
ろ
く
読
め
る「
松
ヶ

江
民
報
」
を
発
行
し
て
き
ま
し
た
◆

こ
の
度
、
民
報
の
１
５
０
号
の
記
念

誌
を
作
成
す
る
と
「
老
い
て
」
益
々

張
切
っ
て
い
る
。
今
年
も
多
く
の
仲

間
が
退
職
し
ま
す
が
、
第
二
の
人
生
、

仕
事
だ
け
で
な
く
余
力
を
残
し
地
域

活
動
や
組
合
活
動
に
も
力
を
発
揮
し

て
く
だ
さ
い
（
赤
子
）

２
０
１
８
年
度　

退
職
者
を
は
げ
ま
す
集
い

こ
れ
か
ら
も
お
元
気
で
!!

　

退
職
者
か
ら
の
メ
ッ
セ
ー
ジ

「
同
僚
に
支
え
ら
れ
て
こ
こ
ま
で
く
る
こ
と
が
で
き

ま
し
た
。
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
」

「
い
ろ
ん
な
方
と
の
ご
縁
を
い
た
だ
き
、
感
謝
し
て

い
ま
す
」

「
か
け
が
え
の
な
い
仲
間
た
ち
は
宝
物
で
す
」

感
謝
と
激
励
の
言
葉
を
送
る

重
野
執
行
委
員
会

退
職
者
代
表　

池
田
さ
ん

女性部　嵐「ふるさと」 保育所部会　「今日から俺は」

一般評議会
「ヒコちゃんに叱られる！」

調理員部会
「ダンシングヒーロー」

全員で「がんばろう！」を合唱 国保嘱託員
「100万本のバラ」



　

３
月
10
日
降
り
し
き
る
雨
の
中
、

「
原
発
は
い
ら
な
い
と
願
う
」
熱

い
思
い
の
市
民
６
０
０
人
が
勝
山

公
園
に
集
い
「
さ
よ
な
ら
原
発
！

北
九
州
集
会
」
が
開
催
さ
れ
ま
し

た
。

　

２
０
１
１
年
３
月
の
東
日
本
大

震
災
か
ら
８
年
た
と
う
と
し
て
い

ま
す
。
政
府
は
、
集
中
復
興
期
間

は
終
了
し
、
復
興
・
創
生
期
間
に

入
っ
た
と
い
い
ま
す
。
し
か
し
、

５
万
４
千
人
の
避
難
者
が
存
在
し

て
い
る
状
況
を
み
る
と
疑
問
で
す
。

　

と
く
に
原
発
事
故
の
影
響
が
大

き
い
福
島
県
は
、
い
ま
だ
帰
還
困

難
地
域
を
抱
え
る
深
刻
な
状
況
に

あ
り
ま
す
。

　

原
発
災
害
か
ら
の
復
興
は
？

　

10
年
で
復
興
期
間
が
終
了
の
予

定
で
す
が
、
す
で
に
賠
償
や
支
援

策
が
打
ち
切
ら
れ
つ
つ
あ
り
ま
す
。

避
難
指
示
が
解
除
さ
れ
た
地
域
で

は
、
避
難
者
へ
の
仮
設
住
宅
の
提

供
も
打
ち
切
ら
れ
よ
う
と
し
て
い

ま
す
。
賠
償
に
つ
い
て
み
る
と
地

域
間
の
格
差
は
手
直
し
さ
れ
て
い

ま
せ
ん
。
避
難
指
示
区
域
外
の
避

難
者
へ
の
賠
償
や
支
援
策
が
乏
し

い
の
が
現
実
で
す
。

　

無
償
の
仮
設
住
宅
は
、
区
域
外

避
難
者
に
と
っ
て
重
要
で
す
が
、

こ
れ
が
ど
う
な
る
の
か
深
刻
で
す
。

　

政
府
の
避
難
者
対
策
は
、「
帰

還
対
策
」「
避
難
終
了
政
策
」
と

い
う
も
の
で
す
。

　

避
難
者
を
帰
還
・
移
住
へ
と
移

行
さ
せ
「
避
難
」
と
い
う
状
況
を

終
わ
ら
せ
よ
う
と
し
て
い
ま
す
が
、

避
難
者
の
意
識
は
、
帰
還
か
移
住

か
の
二
者
択
一
に
収
ま
る
も
の
で

は
あ
り
ま
せ
ん
。
避
難
先
に
と
ど

ま
り
避
難
元
と
緩
や
か
に
つ
な
が

ろ
う
と
す
る
試
み
も
あ
り
ま
す
。

多
様
な
選
択
が
必
要
で
す
。

　

各
地
で

賠
償
や
復

興
へ
の
集

団
訴
訟
も

取
り
組
ま

れ
て
い
ま

す
。

　

原
発
の
な
い
未
来
は
？

　

政
府
が
成
長
戦
略
の
柱
と
し
て

取
り
組
ん
で
き
た
「
原
発
輸
出
」

が
、
ト
ル
コ
・
イ
ギ
リ
ス
な
ど
総

崩
れ
の
状
況
に
な
っ
て
い
ま
す
。

原
因
は
、
安
全
対
策
費
の
コ
ス
ト

が
増
大
し
た
た
め
と
さ
れ
て
い
ま

す
。
日
本
国
内
で
の
安
全
対
策
は
、

大
丈
夫
な
の
で
し
ょ
う
か
。

　

太
陽
光
発
電
や
風
力
発
電
の
コ

ス
ト
も
ど
ん
ど
ん
下
が
っ
て
き
て

い
ま
す
。

　

北
九
州

市
で
は
、

洋
上
風
力

発
電
が
現

実
味
を
帯

び
て
き
ま

し
た
。

　

福
島
の

原
発
被
害

者
の
救
済
を
大
き
く
進
め
、
原
発

ゼ
ロ
の
実
現
の
た
め
に
み
な
さ
ん

の
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

防護服を着用し原発反対を訴える

東
日
本
大
震
災
か
ら
８
年

　
　
　
　

原
発
に
さ
よ
な
ら
を

　

２
月
23
日
（
土
）
〜
24

日
（
日
）、
ぽ
か
ぽ
か
陽

気
の
京
都
に
て 

「
第
27
回

自
治
体
保
育
労
働
者
の
全

国
集
会
」
が
開
催
さ
れ
、

全
国
か
ら
９
０
０
人
を
超

え
る
仲
間
が
集
ま
り
ま
し

た
。
北
九
市
職
労
か
ら
は

８
名
の
組
合
員
が
参
加

し
、
公
的
保
育
制
度
を
め

ぐ
る
情
勢
や
全
国
の
取
り

組
み
に
つ
い
て
学
習
し
ま

し
た
。

　

１
日
目
の
記
念
講
演
で

は
、「
マ
マ
が
子
ど
も
の

未
来
の
た
め
に
で
き
る
こ

と
」
と
題
し
、
安
保
関
連

法
に
反
対
す
る
マ
マ
の
会

発
起
人
の
、
西
郷
南
海
子

さ
ん
が
お
話
さ
れ
ま
し
た
。

　

平
和
な
日
本
と
い
う
認
識
で
い

ま
し
た
が
、
今
の
日
本
の
現
状
や

こ
れ
か
ら
向
か
お
う
と
し
て
い
る

先
に
は
、
あ
る
種
の
戦
争
が
待
っ

て
い
る
と
い
う
こ
と
を
気
づ
か
さ

れ
ま
し
た
。
マ
マ
や
親
、
子
ど
も

を
含
め
た
み
ん
な
の
幸
せ
の
た
め

に
は
声
を
あ
げ
て
い
か
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
と
改
め
て
感
じ
ま
し
た
。

　

ま
た
基
調
報
告
の
中
で
、
Ａ
Ｉ

化
で
保
育
士
不
足
を
補
お
う
と
し

た
り
、
保
育
の
無
償
化
を
進
め

て
い
く
こ
と
で
の
問
題
点
を

述
べ
た
り
し
て
、
間
違
っ
た

方
向
で
施
策
が
進
ん
で
い
る

こ
と
が
明
ら
か
に
さ
れ
ま
し

た
。
こ
の
よ
う
な
現
状
に
あ

る
今
、
も
う
一
度
公
立
保
育

所
の
役
割
や
保
育
の
質
の
確

保
・
向
上
を
訴
え
て
い
か
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
と
思
い
ま

し
た
。

　

2
日
目
は
、
５
つ
の
分
科

会
と
３
つ
の
講
座
に
分
か

れ
、
そ
れ
ぞ
れ
の
テ
ー
マ
に

つ
い
て
学
び
ま
し
た
。

　

来
年
の
開
催
地
は
北
九
州

市
で
す
。
開
催
地
ア
ピ
ー
ル

で
は
、
市
職
労
の
若
手
保
育

士
が
企
画

・
演
出
・

出
演
し
、

北
九
州
発
祥
の

物
を
北
九
州
弁

で
紹
介
し
ま
し

た
。
北
九
州
に

き 

ち
ゃ
り
ー

ね
！
（
麥
田
）

西郷南海子さん
自治体保育労働者の
全国集会 in京都

市職労から8人参加
第27回



催
し
も
の
情
報

―
３
月
―

●
21
日（
木
）

　
【
福
岡
県
知
事
選
挙　

告
示
】

●
26
日（
火
）

　
【
女
性
部
本
庁
早
朝
宣
伝
】

●
29
日（
金
）

　
【
県
議
会
議
員
選
挙　

告
示
】

　

※
期
日
前
投
票
に
つい
て

　

県
知
事
選
は
22
日
か
ら
、
県
議

　

会
議
員
選
は
30
日
か
ら
で
す
。

―
４
月
―

●
１
日
（
月
）

　
【
新
採
職
員
辞
令
交
付
式
・
研

　

修
ス
タ
ー
ト
】

●
７
日
（
日
）

　
【
福
岡
県
知
事
・
県
議
会
議
員

　

選
挙
】

●
27
日
（
土
）
28
日
（
日
）

　
【
九
州
ブ
ロ
ッ
ク
組
織
集
会
】

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

大
分

　

労
働
組
合
の
重
要
な
役
割
の
ひ

と
つ
に
健
康
を
守
る
取
り
組
み
が

あ
り
ま
す
。
前
号
で
「
な
く
そ
う

長
時
間
労
働
」
の
問
題
を
一
面
で

取
り
上
げ
ま
し
た
。
市
職
労
と
し

て
２
月
19
日
に
超
勤
実
態
調
査
を

本
庁
で
行
い
ま
し
た
。

　

労
働
時
間
は

　
　
　

い
の
ち
と
健
康
に

　

労
働
時
間
は
、
労
働
者
の
い
の

ち
と
健
康
に
決
定
的
な
影
響
を
与

え
ま
す
。

　

科
学
的
な
人
間
の
労
働
に
関
す

る
研
究
に
よ
れ
ば
、
労
働
に
関
す

る
時
間
が
10
・
５
時
間
以
下
な
ら
、

す
な
わ
ち
労
働
時
間
を
８
時
間
、

休
憩
時
間
を
１
時
間
、
通
勤
と
残

業
が
１
・
５
時
間
以
下
な
ら
、
帰

宅
後
の
食
事
や
入
浴
、
睡
眠
な
ど

に
影
響
を
与
え
な
い
が
、
こ
れ
を

超
え
る
と
ま
ず
趣
味
や
娯
楽
が
削

ら
れ
、
次
に
新
聞
・
読
書
な
ど
の

勉
強
時
間
が
、
そ
し
て
食
事
・
入

浴
、
最
後
に
睡
眠
が
削
ら
れ
る
と

さ
れ
て
い
ま
す
。

　

恒
常
的
な
サ
ー
ビ
ス
残
業
？

　

超
勤
実
態
調
査
の
ア
ン
ケ
ー
ト

で
は
、
約
25
％
が
「
１
０
０
％
申

請
で
き
な
い
」
と
回
答
し
、
12
％

が
「
申
請
し
づ
ら
い
雰
囲
気
が
あ

る
」
と
答
え
る
な
ど
常
態
的
な

サ
ー
ビ
ス
残
業
が
あ
る
こ
と
が
伺

え
ま
す
。
月
「
１
０
０
時
間
以
上
」

「
60
〜
80
時
間
」「
40
〜
50
時
間
」

の
残
業
が
そ
れ
ぞ
れ
一
人
づ
つ
あ

り
、
健
康
へ
の
影
響
が
心
配
さ
れ

ま
す
。

　

健
康
を
損
な
う
前
に
相
談
を

　

残
業
時
間
が
月
45
時
間
を
超
え

る
と
、
労
働
時
間
が
生
活
時
間
を

上
回
る
こ
と
に
な
り
、
健
康
に
影

響
を
与
え
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。

　

月
１
０
０
時
間
以
上
の
残
業
で

は
、
５
時
間
以
下
の
睡
眠
時
間
し

か
確
保
で
き
な
く
な
り
、
脳
・
心

臓
疾
患
、
メ
ン
タ
ル
不
全
を
引
き

起
こ
し
、
過
労
死
や
過
労
自
死
に

つ
な
が
り
ま
す
。

　

そ
う
し
た
こ
と
が
起
き
な
い
よ

う
労
働
組
合
は
、
８
時
間
労
働
を

求
め
て
い
ま
す
。
職
場
の
問
題
は
、

な
ん
で
も

市
職
労
に

相
談
く
だ

さ
い
。

日 時  ４月 15日（月）
　　  17 時 30分～
場 所  小倉中央市民センター

　

今
月
の
６
９
行
動
は
、
９
日
黒

崎
駅
デ
ッ
キ
の
上
で
行
い
ま
し
た
。

暖
か
い
日
差
し
の
な
か
数
人
の
方

が
、「
署
名
に
ご
協
力
を
」
の
呼

び
か
け
に
応
え
ご
協
力
い
た
だ
き

ま
し
た
。

　

そ
ん
な
私
た
ち
の
平
和
運
動
と

は
真
逆
に
、
い
ま
、
憲
法
９
条
に

自
衛
隊
を
明
記
し
、
海
外
で
戦
争

で
き
る
国
づ
く
り
を
す
す
め
よ
う

と
し
て
「
自
治
体
が
自
衛
隊
へ
の

青
年
名
簿
の
提
出
に
応
じ
な
い
の

は
、
憲
法
に
書
い
て
な
い
か
ら
だ
」

と
い
い
だ
し
ま
し
た
。
本
人
の
同

意
も
な
し
に
個
人
情
報
の
提
出
な

ど
許
さ
れ
ま
せ
ん
。
核
兵
器
の
廃

絶
と
と
も
に
憲
法
９
条　

改
憲
は

反
対
で
す
。

　

継
続
は
力
で
す
ね
！
こ
れ
か
ら

も
核
兵
器
廃
絶
を
め
ざ
し
て
が
ん

ば
り
ま
す
。

これだけは知って
労働組合の役割②

連 載
　

福
岡
県
知
事
選
挙
が
３

月
21
日
告
示
、
４
月
７
日

投
票
で
取
り
組
ま
れ
ま
す
。

　

県
の
行
政
は
、
北
九
州

市
民
に
と
っ
て
身
近
に
感

じ
ま
せ
ん
が
、
実
は
市
民

生
活
に
大
き
な
影
響
が
あ

り
ま
す
。

 

昨
年
は
門
司
区
で
大
雨

に
よ
る
災
害
が
発
生
し
ま
し
た
が
、

災
害
対
策
な
ど
県
と
の
連
携
が
必

要
な
事
業
が
数
多
く
あ
り
ま
す
。

　

県
民
不
在
Ｎ
Ｏ
の
審
判
を

　

今
回
、
与
野
党
相
乗
り
の
過
去

の
知
事
選
挙
か
ら
、
自
民
分
裂
の

選
挙
に
な
り
ま
し
た
が
、
県
民
不

在
の
内
部
抗
争
で
は
な
い
で
し
ょ

う
か
。

　

福
岡
自
治
労
連
は
、
福
岡
県
民

の
会
に
結
集
し
て
、
県
民
の
会
の

「
し
の
だ
清
」
を
先
頭
に
、
県
民

の
命
と
く
ら
し
を
守
る
県
政
を
実

現
す
る
た
め
に
奮
闘
す
る
こ
と
を

確
認
し
ま
し
た
。

　

４
月
７
日
福
岡
県
知
事
・
県
議

会
議
員
選
挙
に
行
き
ま
し
ょ
う
。

くらしを守る県政に

９条の会９条の会

先輩保育士と先輩保育士と
語ろう会語ろう会

親採・先輩の参加を待ってま～す！



　

桜
だ
よ
り
が
届
き
始
め
ま
し
た
。

別
れ
と
出
会
い
の
季
節
。
退
職
さ

れ
る
皆
様
、
お
め
で
と
う
ご
ざ
い

ま
す
！
ぜ
ひ
、
芸
術
・
文
化
に
親

し
む
時
間
を
持
っ
て
く
だ
さ
い
ね
。

も
ち
ろ
ん
現
職
の
皆
様
も
〝
忙
中

閑
あ
り
〞
で
命
の
洗
濯
を
！ 

＊
イ
チ
オ
シ
・
シ
ネ
マ
＊

　

昨
年
公
開
作
品
で
多
く
の
映
画

賞
の
話
題
を
さ
ら
っ
た
「
Ｒ
Ｏ
Ｍ

Ａ
ロ
ー
マ
」
が
イ
オ
ン
シ
ネ
マ
戸

畑
で
上
映
中
で
す
。
Ｎ
ｅ
ｔ
ｆ
ｌ

ｉ
ｘ
作
品
は
映
画
か
？
と
い
う
議

論
も
あ
り
ま
す
が
、
モ
ノ
ク
ロ
の

映
像
と
音
を
駆
使
し
た
緻
密
な
感

動
作
品
で
し
た
。
〝
ロ
ー
マ
〞
は

ア
ル
フ
ォ
ン
ソ
・
キ
ュ
ア
ロ
ン
監

督
の
出
身
地
メ
キ
シ
コ
シ
テ
ィ
の

中
の
地
区
。
監
督
の
記
憶
が
詰
ま
っ

て
い
ま
す
。

　

気
に
な
っ
て
観
た
作
品
を
も
う

一
本
。
ク
リ
ン
ト
・
イ
ー
ス
ト
ウ
ッ

ド
88
歳
が
、
監
督
・
主
演
し
た

「
運
び
屋
」
は
、
と
て
も
シ
ン
プ

ル
で
し
た
。
90
歳
の
主
人
公
の
関

心
は
、
老
い
て
な
お
名
声
と
金
と

女
、
し
か
し
本
当
は
…
飄
々
と
し

た
イ
ー
ス
ト
ウ
ッ
ド
と
演
技
派
女

優
陣
が
印
象
的
。
ア
メ
リ
カ
に
終

活
は
な
い
？

　

こ
れ
か
ら
は
春
休
み
フ
ァ
ミ
リ
ー

映
画
が
い
っ
ぱ
い
！
そ
の
中
で
面

白
そ
う
な
の
は「
バ
ン
ブ
ル
ビ
ー
」！

＊
イ
チ
オ
シ
・
コ
ン
サ
ー
ト
＊

　

今
年
演
奏
活
動
50
周
年
を
迎
え

る
長
谷
川
き
よ
し
と
シ
ャ
ン
ソ
ン

歌
手
パ
ト
リ
ッ
ク
・
ヌ
ジ
ェ
の
デ
ュ

オ
。
デ
ビ
ュ
ー
曲
「
別
れ
の
サ
ン

バ
」
等
長
谷
川
の
代
表
曲
と
シ
ャ

ン
ソ
ン
の
名
曲
を
ギ
タ
ー
と
ア
コ

ー
デ
ィ
オ
ン
で
聴
く
貴
重
な
チ
ャ
ン

ス
！
５
月
26
日

（
日
）
15
時
か

ら
戸
畑
市
民
会

館
大
ホ
ー
ル
に

て
。
詳
細
は
北

九
州
労
音
（
５
７
１
・
０
２
２
７
）

へ
。
前
回
ソ
ー
ル
ド
ア
ウ
ト
し
た

人
気
企
画
。
良
い
席
は
お
早
め
に
！

＊
映
画
サ
ー
ク
ル
情
報
＊

　

今
月
は
15
年
の
ス
ペ
イ
ン
映
画

「
ロ
ー
プ
／
戦
場
の
生
命
線
」で
す
が
、

17
・
18
日
で
終
了
。
発
行
日
（
18
日
）

に
こ
れ
を
読
ん
で
小
倉
昭
和
館
19
時

か
ら
に
来
ら
れ
る
方
、
ぜ
ひ
観
て
く

だ
さ
い
。
井
戸
水
を
守
る
た
め
ロ
ー

プ
を
求
め
て
危
険
地
帯
に
飛
び
込
む

国
際
救
助
活
動
家
た
ち
の
物
語
！

　

平
安
時
代
の
中
頃
に
は
、
唐
の

滅
亡
（
９
０
７
年
）
と
宋
の
中
国

統
一
（
９
７
９
年
）
新
羅
の
滅
亡

と
高
麗
の
朝
鮮
統
一
（
９
３
６
年
）

に
よ
り
、
東
ア
ジ
ア
情
勢
も
安
定

し
日
本
と
は
私
的
交
易
を
中
心
と

し
た
交
流
と
な
り
ま
し
た
。
国
内

で
は
「
荘
園
」
の
発
達
と
増
大
に

よ
り
、
人
頭
税
中
心
か
ら
土
地
課

税
へ
の
転
換
が
図
ら
れ
て
い
ま

す
。
地
方
に
お
い
て
も
、国
司（
守
）

が
中
央
政
府
へ
の
進
納
物
を
一
定

額
で
請
負
う
よ
う
に
な
り
ま
す
。

　

門
司
別
当
殺
害
事
件
が
起
き
た

の
は
、
今
か
ら
お
よ
そ
千
年
前
の

寛
弘
元
年
（
１
０
０
４
年
）
で
し

た
。
こ
の
時
の
太
宰
帥
（
長
官
）

は
中
納
言
「
平
惟
仲
」。
平
惟
仲

は
大
宰
府
に
着
任
す
る
前
に
内
裏

仁
王
会
料
米
貢
納
を
命
じ
ら
れ
て

い
ま
し
た
。
朝
廷
で
人
事
権
を
握

り
権
勢
人
と
な
っ
た
「
藤
原
道

長
」
に
し
て
み
れ
ば
、
太
宰
帥
は

旨
味
の
あ
る
官
職
で
あ
っ
て
西
海

道
（
九
州
）
の
徴
税
請
負
吏
と
し

て
み
て
い
た
の
で
し
ょ
う
。

　

長
保
三
年
（
１
０
０
１
年
）
大

宰
府
に
着
任
し
た
平
惟
仲
は
、
門

司
（
関
）
に
別
当
佐
伯
良
方
を
配

門
司
の
歴
史
シ
リ
ー
ズ

門
司
の
歴
史
シ
リ
ー
ズ
＊＊
古
代
編

古
代
編  

⑧⑧

文
化
ガ
イ
ド

フ
レ
デ
リ
ッ
ク
の

置
し
、
宇
佐
八
幡
の
宮
領
を
大
宰

府
領
に
編
入
す
る
な
ど
管
内
支
配

を
強
化
し
て
い
ま
し
た
。「
対
馬
の

銀
採
掘
費
料
米
」

と
「
帥
館
料
米
」

を
臨
時
課
税
し
、

豊
前
国
で
は
「
門

司
別
当
」
を
大
宰

府
の
使
と
し
て
徴

税
に
当
た
ら
せ
ま

し
た
。

　

長
保
五
年
（
１
０
０
３
年
）
宇

佐
八
幡
宮
司
大
神
邦
利
は
、
大
宰

府
の
管
理
下
に
組
み
込
ま
れ
る
よ

り
、
自
立
の
道
を
選
択
し
、
中
央

政
府
に
平
惟
仲
の
非
礼
を
訴
え
出

て
い
ま
す
。
訴
状
の
中
に
は
門
司

別
当
佐
伯
良
方
が
門
司
関
の
兵
士

を
引
率
し
宇
佐
八
幡
宮
に
押
入
っ

た
と
あ
り
ま
す
。
宇
佐
八
幡
と
の

軋
轢
が
門
司
別
当
殺
害
事
件
を
引

き
起
す
要
因
と
な
り
ま
し
た
。

　

太
宰
帥
平
惟
仲
を
訴
え
た
宇
佐

八
幡
宮
司
大
神
邦
俊
は
、
翌
年
宇

佐
八
幡
の
神
人
達
に
京
都
御
所
の

陽
明
門
前
で
集
団
愁
訴
を
行
な
わ

せ
た
り
、
京
都
の
石
清
水
八
幡
宮

を
通
じ
た
中
央
工
作
を
す
る
な
ど

積
極
的
に
打
っ
て
出
て
い
ま
す
。

　

３
月
８
日
は
、
国
際
女
性
デ
ー
。

北
九
州
で
は
２
月
24
日
（
日
）
か

ら
８
日
（
金
）
に
か
け
て
、
各
地

区
で
集
会
が
取
り
組
ま
れ
ま
し
た
。

　

３
月
３
日
（
日
）
に
ム
ー
ブ
で

開
催
さ
れ
た
集
会
に
は
約
80
名
が

参
加
。「
土
砂
搬
出
反
対
北
九
州

連
絡
協
」
事
務
局
長
の
八
記
久
美

子
さ
ん
が
「
辺
野
古
の
新
基
地
建

設
か
ら
見
え
る
も
の
」
と
題
し
、

講
演
し
ま
し
た
。

　

パ
ワ
ー
ポ
イ
ン
ト
で
映
さ
れ
た

辺
野
古
は
本
当
に
美
し
く
、
ま
た

軟
弱
地
盤
に
杭
を
打
つ
こ
と
は
不

可
能
に
近
い
こ
と
も
詳
し
く
説
明

さ
れ
、
辺
野
古
の
海
を
埋
め
立
て

て
は
い
け
な
い
と
の
思
い
を
強
く

し
ま
し
た
。

　

ま
た
、
講
演
後
は
各
団
体
の
運

動
交
流
が
あ
り
、
市
職
労
保
育
所

部
会
が
保

育
無
料
化

の
問
題
に

つ
い
て
、

学
嘱
労
が

給
食
の
委

託
化
の
問

題
に
つ
い

て
訴
え
ま

し
た
。

国
際
女
性
デ
ー

報告


